
令和７年５月 

大牟田市教職員の働き方改革取組指針の概要【改定版】 

大牟田市教育委員会 

 

 大牟田市教育委員会では、教職員の働き方改革を推進し、教職員の長時

間勤務の改善に取り組みます。教職員の働き方改革は、教職員が自らの意

欲と能力を最大限発揮し、健康でやりがいを感じながら働くこと、また、

「教職員が子どもや自分と向き合う時間」を十分に確保し、学校教育の質

を維持・向上させることを目的としています。 

  

１ 指針について 

（１）本指針の位置づけ 

   本指針は、大牟田市教育委員会及び市立学校が実施する「教職員の働き方改

革」に向けた取組の方向性、目標、具体的な取組等を示したものです。 

 

（２）指針の趣旨・目的 

   本指針は、「教職員の働き方改革」を、より一層推進するために策定するもの

であり、「教職員の働き方改革」を実現し、次の２点を目的として策定するもの

です。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本市教職員の長時間勤務の現状 

   教職員の長時間勤務については、これまでも勤務時間の適正な把握や定時

退校日の推進、学校閉庁日の設定などにより取り組んできました。より一層

推進することで、教職員の長時間勤務の改善に取り組みます。 

 

 

 

 

３ 目 標 

（１）数値目標の設定について 

 

 

 

 

 

 

 

（２）目標に対する検証について 

   ・各学校で管理するとともに、次のことについて大牟田市教育委員会へ報告し 

    ます。 

 

 

 

 

（３）福岡県教育委員会「教職員の働き方改革取組指針」（令和７年３月改定）

を踏まえた今後の対応について 

市教育委員会においては、（１）で掲げた超過勤務時間の削減目標の達成

状況を踏まえるとともに、今後の勤務時間制度に関する動向を注視しなが

ら、福岡県教育委員会「教職員の働き方改革取組指針」（令和７年３月改

定）を踏まえ、適切に対応できるよう取組をすすめてまいります。 

 

４ 具体的な取組について（４つの観点） 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度から令和９年度までの３年間で、時間外在校等時間（超過勤 

務時間）を年３６０時間以内（月４５時間以内）とする。 

※ 児童生徒等に係る臨時的な特別の事情により勤務せざるを得ない場合を除く。 

緊急の課題として、月８０時間超の時間外在校等時間の解消に取り組む。 

（１）教職員の意識改革 

（２）業務改革の推進 

（３）部活動の負担軽減 

（４）教職員の役割の見直しと専門スタッフの活用等 

① 各学校の一月当たりの教職員の平均超過時間 

② 一月当たり超過勤務時間が８０時間、１００時間を超える者 

① 教職員がワーク・ライフ・バランスの取れた生活を実現し健康で 

 やりがいを感じながら働くことができる環境を整備すること 

② 「教職員が子どもや自分と向き合う時間」を十分確保し、学校教 

育の質を維持・向上させること   



 

（１）教職員の意識改革  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

（２）業務改善の推進  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）部活動の負担軽減  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）教職員の役割の見直しと専門スタッフの活用等  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

① 勤務時間の適性な把握 出退勤管理システムにより勤務時間の客観的な管理を

行います。 

② 定時退校日の拡大 原則毎週水曜日に実施します。 

③ 学校閉庁時刻の設定 教職員は、原則１９時に退校します。 

④ 学校閉庁日の設定（原則として児童生徒は登校せず、部活動も実施しません。） 

 ・夏季休業日…８月１３日から８月１６日の平日 ４日間 

 ・冬季休業日…１２月２７日、２８日の平日   ２日間 

  上記③④の17：00以降の学校施設開放については、これまで同様実施します。 
 

・学校閉庁による教職員不在時の緊急連絡先 

  大牟田市教育委員会学校教育課指導室 ０９４４－４１－２８６１ 

  または、大牟田市役所代表電話    ０９４４－４１－２２２２ 

※お電話をいただいた後、改めて学校からご連絡します。 
 

⑤ 一定の要件を満たす場合、教育活動に支障がない範囲で、時差通勤の推進・在

宅勤務を実施します。 

⑥ 管理職の意識改革 研修を実施し、人事評価を見直します。 

⑦ 保護者・地域の皆様への啓発をします。 

  ・保護者・地域向けチラシの配布や各学校でPTA総会などでの周知を図ります。 

  ・広報誌、ホームページへの掲載を行います。 

⑧ 労働安全衛生管理の徹底 

・ストレスチェックの実施やメンタルヘルス事業の周知に努めます。 

① 業務改善の推進を図ります。【２学期制導入、原則水曜日４校時(中学校５校時)】 

② 授業準備等の支援のため、教材や指導案等の情報提供と、教材の共同開発   

や共有等を推進します。 

③ 学校のＩＣＴ環境の充実による業務の効率化を図ります。 

【大牟田市校務ＤＸ推進チームの設置：デジタル技術を用いた業務改善の検討】 

④ 調査・事業・文書事務の見直しを図ります。 

⑤ 平日18時以降（長期休業期間17時）の勤務時間外は、メッセージ機能付き電 

話対応を行います。 

⑥ 迷惑電話等の対応については、相手方との会話を録音する IC レコーダーを設

置しています。 

① スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、特別支援教育支援

員、スクールサポーター、教員業務支援員、学習指導員、ＩＣＴ支援員等

の専門スタッフの活用を促進します。 

② 共同学校事務室の機能強化を図り、事務職員の学校運営参画の取組を推進

します。 

③ 小中一貫教育制度の推進を図ります。 

小中一貫教育制度の導入に伴い、地域の人々の理解と協力を得た学校運営

を実現するために、学校と保護者・地域住民等が力を合わせて学校の運営

に取り組むことが可能となる学校運営協議会（コミュニティ・スクール）

の導入とともに地域学校協働活動推進員を配置し、運営の充実を図りま

す。 

④ 地域等と連携した登下校時の安全対策の推進を図ります。 

【部活動休養日の設定】 

＜学期中＞  

・週当たり２日以上の休養日を設置します。 

 ・平日１日（原則水曜日）、週休日は少なくとも１日以上を休養日とします。 

 ・大会等で土日の２日とも活動した場合は、休養日を他の日に振り替え 

ます。 

・定時退校日及び学校閉庁日は、原則として部活動は実施しません。 

 ・定期考査前は、原則、定期考査前７日間は全ての部活動を実施しません。 

・１日の活動時間は、長くとも平日は２時間程度（休業日は３時間程度）と

し、短時間に合理的でかつ効率的・効果的な活動を行います。 

＜長期休業期間中＞ 

・長期休業中は、学期中の休養日の設定に準じた扱いとします。 

 

【部活動指導員の配置】 

・学校が要望する部活動には、休日を中心に部活動指導員を配置します。 


